
１．カーボンニュートラルに向けたグリーン成長戦略

• 「我が国は、2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち2050年カーボンニュートラル、
脱炭素社会の実現を目指す」との方針に沿って、成長戦略の柱に経済と環境の好循環を掲げ、グリーン社会の
実現に最大限注力すべきではないか。

• もはや、温暖化への対応は経済成長の制約ではなく、積極的に温暖化対策を行うことが、産業構造や経済社会
の変革をもたらし、大きな成長につながるという発想の転換が必要ではないか。

２．革新的なイノベーションの推進

• 革新的なイノベーションを図る分野として、①電化＋電力のグリーン化（洋上風力、次世代蓄電池技術など）、②
水素（熱・電力分野を脱炭素化するための水素大量供給）、③CO2固定・再利用（カーボンリサイクル、CO2回
収・貯留付バイオマス発電等）に重点を置くべきではないか。実用化を見据えて、具体的な目標数値を定めた研
究開発を加速度的に促進すべきではないか。

• 規制改革などの政策を総動員し、企業の資金をグリーン投資に向かわせるとともに、ESG投資や企業のカーボ
ンニュートラルに向けた投資をサポートする税制や金融支援を検討すべきではないか。

• 環境関連分野のデジタル化により、効率的、効果的にグリーン化を進めるべきではないか。世界のグリーン産業
をけん引し、経済と環境の好循環をつくり出していくべきではないか。

• 産業構造や経済社会の変革により、事業の再構築や労働移動が必要になる者への支援を検討すべきではない
か。

３．カーボンニュートラルに向けたエネルギー政策

• 省エネルギーを徹底し、再生可能エネルギーを最大限導入するとともに、安全最優先で原子力政策を進めるこ
とで、安定的なエネルギー供給を確立すべきではないか。

• 石炭火力発電に対する政策を抜本的に転換すべきではないか。
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